
Staff Qualification and Education in Dailysis Unit
Current status of hemodialysis clinics in Taiwan
Clinical engineers in Japanese medical field. &Speakers and themes of today's
①Purification of Dialysate　
②I-HDF(Intermittent Infusion Hemodiafiltration)
③血液透析濾過療法の現状
Establishment of an Operation Support System Linked to a Cloud Computing
Information Management System for Dialysis Treatment
パロとパルロの紹介
Achieving Zero Error in Weighing Through Individual Accident Prediction Training
（Kiken Yochi Training : KYT)
JCI accreditation experiences in improving safety and quality in dialysis unit

演題1（台湾）
演題2（台湾）
演題3（日本）

演題4（日本）

　　展　示
演題5（日本）

演題6（台湾）

　松和会では、透析医療行為全体の『技術向上』、透析患者さまを取り巻く『環境改善』、
現場スタッフの『知識習得』を目的とし、2009年より台湾の長庚（チャングン）記念病院グ
ループと定期的に、透析シンポジウムを企画・開催しております。
今回は前回と同様、台湾の林口長庚紀念病院にて『2012年　台湾-日本　透析シンポジ
ウム』を開催致しました。
このシンポジウムは、両国で活躍している現場のスタッフ同士が、日頃の研究成果を発
表し合あえる、非常に貴重な場となっており、今回も予定時間を超えて活発な意見交換
が行われ、両国スタッフにとって非常に有意義なシンポジウムとなりました。
特に松和会のスタッフにおいては、シンポジウムとその後の施設見学を通し、他国の透
析事情に直に触れることで大いに刺激を受け、一方では、日本の透析の優れた部分を
再確認する良い機会となりました。

　　【シンポジウム演題】

　　【長庚大学（Chang Gung University）について】

長庚大学は、台湾桃園県に本部を置く台湾の私立大学で医科大学を前身としており、医学部・工
学部・管理学部などを有する総合大学で、施設設備が非常に充実しています。2010年度世界大
学ランキングにおいて、台湾内では第5位と多くの国立大学を凌いでいます。
また、グループでは長庚科技大学（Chang Gung University of Science and Technology）も設立し
ており、看護学科や情報管理学科などを設置しています。
林口長庚紀念病院は、医学部付属病院の一つであり、45,000坪の広大な土地に医学・病理・研
究・教育棟を持ち、病床数は3,715床の大規模医療施設です。

日本ｰ台湾

 医療法人社団 松和会では、２００９年より台湾の長庚大学（Chang Gung University）の腎臓内科グルー

プと定期的に透析シンポジウムを企画・開催しております。両国の透析医療に従事している医師・看護

師・臨床工学技士などのスタッフが、異なる医療制度の基で行っている透析医療の現状や問題点を報告

し合って意見交換を行い、各々の職場でその経験を生かしていくことを目的とするものです。 

  

 過去２回はいずれも台湾で開催しましたが、３回目の今回は初めて日本での開催となりました。 

透析医療を取り巻く日台の環境の違いや、台湾の透析医療が直面している問題、それに対し日本の実

情はどうか？ など、両スタッフ間で活発な意見交換が行われました。 
 

 また日本の進んだロボットテクノロジーを紹介する目的で、実際に介護現場でも活躍しているコミュニ

ケーションロボット『パルロ』と、癒しをテーマにしたアザラシ型ロボット『パロ』の展示も行いました。 

これには台湾の方々も興味深々で楽しそうにロボットに話しかけている姿が印象的でした。 
 

 このように、ホストとして準備から運営まで多くの苦労もありましたが、当日は大きなトラブルも無く、前

回同様、非常に有意義なシンポジウムとなりました。 

場    所 ： TKPガーデンシティ品川 サルビア 

主    催 ： 医療法人社団 松和会 長庚大学医学部腎臓内科ｸﾞﾙｰﾌﾟ（台湾） 



Continuing patient education in maintenance dialysis

　品川にあるTKPガーデンシティ品川が今回の会場です　（写真　左）
　新しく落ち着いた雰囲気の会場　（写真　中央）
　会場入り口ではパルロがお客様をお出迎え　（写真　右）

　9時　第３回　日本-台湾　透析シンポジウム開演
　日台合わせて総勢約50名、活発な意見交換が行われました。

　閉会後は会食にて親睦を深めました。

名前　　 ：パロ 名前　　 ：パルロ
誕生日　：　2013年8月1日 誕生日　：　2014年3月7日
体長　　 ：57ｃｍ 身長　　 ：40ｃｍ
体重　　 ：2.7ｋｇ 体重　　 ：1.6ｋｇ

その癒し効果はギネスブックに掲載される 一度お会いした方は決して忘れない。
ほど。介護老人保健施設『ききょう苑』で 抜群の記憶力を生かし、『ききょう苑』では
アニマルセラピーとして活躍中。 受付業務を手伝ってくれています。

　　【パロとパルロのご紹介】

演題7（日本）

　我々にとって日台シンポジウムは、同じ透析医療であり
ながら、日本とは少し違った透析事情に触れられる貴重な
場となっています。
同時に、日々当たり前だと思っている業務のあり方や、患
者様との関わりを今一度見直す、またとない機会にもなっ
ています。

　　【シンポジウム風景】


